
省略

英文において、 本来あるべき文中の ある一部が省略されてしまうことがあります。

どのような場合に省略というものが起きるのか、そしてそこに省略されている語 句

は何なのかがわからないと、いつまでたっても英文を読みこなすことはできません。

省略は文法問題だけでなく解釈においても重要なマスターしておくべき単元です。

まず、省略には２種類あります。

⒈慣用的な省略

⒉同じ形の反復（繰り返し）を避けるための省略

それぞれを詳しく見ていくことにしましょう。

レクチャー１

慣用的な省略

⑴副詞節内での「Ｓ 主語 ＋ 動詞」の省略。

以下のような副詞節を導く従位接続詞の後ろの「Ｓ 主語 動詞」は省略されて

しまうことがあります。 ※従位接続詞とは簡単に言うと 以外の接続詞のこと｡

} {
形容詞

Ｓ 主語 動詞 分詞

前置詞＋名詞

⇧ 等

等 省略されることがある

このような省略が起きるのは、以下の２つの条件が揃った場合です。

①そのＳ 主語 が、主節の主語と同一である

※主節とは､ 従位 接続詞･関係詞･疑問詞等のついていない 裸の ｢ ｣のこと｡

②その 動詞の時制が、主節の動詞の時制と同じである

－１－
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以下の例文を見てください。

通りを歩いていたら、古い友人の一人に会った

が導く 節、主節共に主語は 、動詞の時制も共に過去時制です。上記の

２つの条件が揃っているので、この英文は以下のように を省略できます。

→

＜

逆に解釈問題等では、従位接続詞に直接「形容詞」「副詞」「前置詞 名詞」

「分詞」等がくっついた構造を見かけたら、従位接続詞の後ろに

『Ｓ 主語 動詞 』

が省略されているのではないか、と頭をこれからは働かせるようにしましょう。

例外的に上記のルールが当てはまらない副詞節内の「Ｓ 動詞」の省略も

ある。以下にその例を挙げておく。

①過去と現在を対比させたような英文では、主節の動詞と副詞節内の 動

詞の時制が異なる場合も、例外的にあり得る。

②以下の場合、副詞節内の主語と主節の主語が違っても省略することがあり

うる。

⒈「 必要な場合には 」のような慣用的な表現

可能な場合には いつでも

必要な場合にはいつでも

もし可能ならば

もし必要ならば

この場合 が の後ろに省略されている。

⒉副詞節内の主語が「一般の人」を表す の場合。

運転する際には、安全運転することが大切だ

－２－
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③品詞的には副詞なのだが、 の後ろの「Ｓ 動詞」

も省略されることがある。

どんなに偉大であっても、またどんなに成功していても鳥のように自

由な人間はいない

どんなにささやかであれ、努力を重ねれば結局は成果が出るものだ

⑵疑問詞関連の省略。

① Ｓ Ｖ～

Ｓ Ｖ～ は、元々 Ｓ Ｖ～ か

らきた省略 会話のくだけた表現 で 「どうして」「なぜ」という驚きを表しま

す。 の後ろが「Ｓ Ｖ」の語順になるのがポイントです。

疑問文の語順 や 疑問文の語順 で言い換えることができます。

なぜ昨日学校を休んだの

「 疑問文の語順 」で「なぜ～ 」「何のために～ 」も頻出表現です。

下は「何のために～ 」という場合の例文です。

これは何のために使われるのですか

それから、会話などでは どうして と、単独で使われることもあり

ます。これは や ～ にしても同じです。

パーティには出れないよ

どうして

－３－
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② Ｓ＋Ｖ～

⒈ Ｓ＋Ｖ～ の省略形として。

⒜ 提案 「～したらどうか」

机を少し動かしたらどうだろうか

⒝ 問いかけ･不安 「 主に好ましくないことが ～したらどうなる する

だろうか」

雨が降ったらどうするの

⒉ Ｓ＋Ｖ～ の省略形として。

「～してもかまうものか」「～だとしたらどうだというのだ」

試験に落ちたってかまうものか

③

⒈ 禁止・拒絶・否定などの文への応答として どうしていけないのか

たばこを吸ってはいけない

どうして だめなの

⒉ 許可・勧誘を意味する質問に対して同意を表して もちろんさ、いいとも

さあ行こう

もちろん

④ だからなんだ どうした というのだ

飲みすぎだよ

だから何だってんだよ

⑤ ねえねえ 会話で、びっくりするような話を切り出すとき等

あのね の表現として用いる。 の後に が

省かれていると考えてみるといい。

－４－
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⑶本来繰り返しを避けるための省略だが、慣用的に用いられるもの。

以下に挙げる表現は、本来は繰り返しを避けるための省略だったものが、今では

一種の慣用句、つまりイディオム的に用いられるようになったものです。ですか

らこれらは決まり文句として覚えてもらってもかまいません。

① の後の は「たとえあるにしても」と訳す。

彼女は たとえ行くことがあるとしても 滅多に映画に行かない

の後ろで がカンマにはさまれて挿入的に用いられるこ

とがあります あえて和訳に出す必要はない 。 の後に省かれた「Ｓ＋Ｖ」は

主節の「Ｓ＋Ｖ」と同一です。

更に、この は の意味、つまり「たとえ～だとしても」です。

したがって、上記の例文の は、その省略を補えば以下のように書き換

えられます。

たとえ彼女が少しでも映画に行くことがあるとしても

② は「たとえ～だとしても」と訳す。

彼はその光景がたとえ思い出せるにしてもごくぼんやりとだ

上記の例文の は、その省略を補えば以下のように書き換えられます。

たとえ少しでもその光景を思い出せるとしても

は条件文では「少しでも」という意味になります。

③ は「ＢではないにしてもＡ」と訳す。

点

彼の言った事は、ほとんどではないにしても多くの点で正確だった

上記の例文の は、その省略を補えば以下のように書き換えられます。

－５－
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また、 は で言い換えることもできます。

 と は構造的に等しくなる 内容的にも｢ ≒ ｣ ｡ただし｢ でなければ ｣という意味になることもあるので注意｡

④ は「もしそうでないなら」と訳す。

今すぐ出かけた方がいい。そうしないとバスに乗り遅れるぞ

上記の例文の は、その省略を補えば以下のように書き換えられます。

⑤ は「もしそうなら、もしそれが事実なら」と訳す。

彼は来週旅行に出かけるかもしれない。もしそうなら彼には会えないな

⑥ には、 が省略されている。

⒈ は「たとえあるにしてもほとんど～ない」と訳す。

両者の間にはたとえあったとしてもごくわずかしか違いはありません

上記の例文の は、その省略を補えば以下のように書き換えられます。

⒉ で「もしあれば」と訳す。

もしあれば誤りを訂正せよ

上記の例文の は、その省略を補えば以下のように書き換えられます。

⑦ は「どちらかと言えば 言うと 」と訳す。

どちらかと言うと彼女は働きすぎだ

－６－
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上例のように「どちらかといえば」と訳すことが多い 特に文頭の場合 のです

が、それ以外に「たとえあっても あるとしても 」と訳す もあ

ります これもあまり和訳に出す必要はない 。

その当時私は（たとえあるとしても）ほとんど金を持っていなかった

⑷仮定法における「 」の省略。

仮定法の は省略することもできます。ただ、 が省略されると、条件節は

「疑問文と同じ語順」になります。以下にその例をあげてみました。

もし僕が鳥なら、君の所に飛んでいくのに

もしもっとお金を持っていたなら、その時それを買っていたのだが

もし仮に彼がここに来たら、何というでしょう

もし万一明日雨が降れば、ピクニックは中止になるだろう

⑸「要求」「提案」「命令」「決定」を表す動詞、形容詞の後の 節内では

「 Ｖ 原形 ～」が用いられるが、この は省略されることがある。

⒈Ｓ＋Ｖ ＋ Ｓ 原形 ～

Ｏ ※下線を引いた語は頻出｡

↑
①要求 ｢要求する｣ ｢要求する｣ ｢要求する｣ ｢要求する｣

｢要求する､言い張る｣ ｢要求する､言い張る｣等

－７－
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 には｢～するよう 熱心に 勧める｣という､｢提案｣の意味もあり｡

②提案 ｢提案する｣ ｢提案する｣ ｢忠告する｣ ｢推薦する｣等

③命令 ｢命令する｣ ｢命令する｣等

④決定 ｢決定する､結論を下す｣等

彼は私がその勘定を払うよう言い張った

⒉形容詞＋ Ｓ 原形 ～

※下線を引いた語は頻出｡

↑
｢必要な｣ ｢緊急に必要な｣ ｢重要な｣ ｢不可欠な｣

｢望ましい｣ ｢極めて重要な｣ ｢極めて重要な｣ ｢望ましい｣

｢絶対必要な｣

繰り返しになりますが、要するにこのタイプの形容詞は、「何かがなされな

ければならない」とか「重要である」といった 相手に対する要求･勧告･願望を含意する 意味

のものです。

君はすぐに荷作りして出かける必要がある →出かけた方がいい

⑹その他。

これ以降は、あまり文法問題で取り上げられることはありません。ただ読解など

で必要になることもあるので一応紹介しておきます。

①分詞構文における「 」「 」は省略されることが多い。

仕事に疲れたので私はすぐに床に就いた

子供の頃からフランス語を教わっているので、彼女はフランス語会話がと

てもうまい

－８－
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②「前置詞 句 」の省略。

⒈動名詞の前の前置詞は省略されることがある。

その科学者は自分の分野の研究に時間を費やした

私はこの問題を解くのに苦労した

彼は家に帰ってくるのが遅かった

⒉ 等の前の「 」は省略されることがある。

君の年令の女の子なら、もっと分別があっていいはずだ

同じ色のその家を見てご覧なさい

これらの家々は同じ大きさです

この は「～の性質 特徴 をもった」という意味の 。

⒊疑問詞で始まる名詞句 節 の前の「～に関して」という意味の「 」

「 」は省略されることがある。

なんと返事したらいいのかわからなくて途方に暮れた

どう対処したらいいのかわからなかった

いつそれをすべきなのかわからない

③「冠詞」の省略。 ⒉だけは文法問題用に覚えておこう。

⒈ 学校・教会・寝床等の 「建物・場所」が、その本来の目的で用いられる場

合には、冠詞は省略される つけない 。

×

大学には四年間 勉強するために 行かねばならない

×

彼は定期的に 礼拝のために 教会に行っている

－９－
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本来の目的以外でその場所に行くという場合には、冠詞が必要。

彼らは友人に会うためにその教会に行った

⒉交通 通信 手段を表す前置詞の の後では、冠詞は省略される つけない 。

× 飛行機で × 自転車で

× 船で × バス 自動車 で

× Ｅメールで × ファックスで

 などとは言わないので注意｡

⒊「職務」や「地位」を表す名詞がＣ 補語 になる場合、冠詞は省略される。

私たちはジョージをクラブのキャプテンに選んだ

スミス先生は我々の学校の校長だ

唯一の、あるいは特殊の目立った職務や地位を表す名詞にはふつう冠詞

をつけない。ただし をつけることもある。

「～として」という前置詞の の後に、唯一の役職などを表す語がくる

場合も、ふつう無冠詞。ただし冠詞をつけることもある。

誰が校長代理をするのか

首相として彼には最終的にその問題についての最終的な決定権が

ある

⒋「名詞 Ｓ Ｖ ＳはＶだけれど」の構文では文頭の冠詞は省略される

つけない 。

×

彼は子供だったけれども、まず何をすべきか知っていた

 とは言わないので注意｡

－１０－

共通・挿入・省略・代用表現・同格



④「接続詞」等の省略。

僕は君が昨日僕に会いにくると思った

 等の目的語になる節を導く接続詞の は､よく省略される｡

省略されると｢ ～｣という構造になる｡

そんな賢い男が成功するのは不思議ではない もっともだ

｢ ～｣という形は会話文でよくみられる｡

今は もう大人なんだから、君はもっと分別があってしかるべきだ

｢ ～ 今はもう～なので｣｡

その英語の先生はとてもたくさんの生徒を持っていたので、彼らの

顔を思い出すことができなかった

｢ ～ … とても～なので…｣の はよく省略される｡

彼はその子供が通れるようにどいてあげた

君は試験に通ることができるよう、一生懸命勉強すべきだ

｢ ～ が～するために｣の や もよく省略される｡

⑤最上級や 節の前の「 」の省略。

どんな賢い人でも、全てのことを知っているわけではない

たとえ太陽が西から昇ったとしても、僕の愛は変わらない

上例のように､最上級や 節がそのままでは日本語としておかしい場合には､｢ ｣を補ってみるといい｡

－１１－
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⑥「関係代名詞 目的格・主格・主格補語等 」「関係副詞」の省略。

⒈関係代名詞の目的格は省略できる。

我々は本から得た知識を活用すべきだ

⒉ で始まる文では関係代名詞の主格も省略できる。

うちのクラスで彼女ほど歌がうまい人はいない

⒊関係代名詞節内が で始まる文では、関係代名詞の主格

も省略できる。

これは僕の庭にある最も美しい花です

⒋｢ ～｣という形の強調構文では は省略できる。

彼女を殺したのはその男だ

⒌主格補語も省略可能。

私は昔の小さな少女ではありません

⒍連鎖関係詞節をつくる関係代名詞も省略可能。

私は、正直だと思う人を雇った

⒎関係副詞に関して。

⒜先行詞が の場合、関係副詞自身又は

その先行詞を省略することができる。

－１２－
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ここが私が今住んでいる場所です

⒝関係副詞の は、先行詞 、もしくは 自身を必ず省略し

なければならない｡したがって「 Ｓ Ｖ～」という形はない。

そういうふうにして彼らはその問題を解決した

×

⑦「関係代名詞＋ 動詞」の省略。

出席していた人々はその話に感動した

⑧所有格の後に「場所」「建物」を表す名詞が来る場合、その名詞は省略される。

昨日床屋に行った

⑨不定詞の の省略。 この２つの構文も、作文用等に覚えておくといい。

⒈「 原形 ～ Ｏが～するのを手伝う」の は省略されることがある

 は省略せずにおいてもいい｡

彼は私が宿題をするのを手伝ってくれた

⒉「 Ｓ 原形 ～」の は省略されることがある

君は自分の仕事を終えさえすればいい

 が省略できるのは､ の前に がある場合のみ｡それ以外の一般動詞の場合は､ は省略しない｡

「幸運を祈ります」としか言えません

－１３－
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⑩「 Ｓ＋Ｖ～ ～だなんて 本当に残念だ、バカだ 」。

彼のような前途有望な人間がそんなにも若くして死んだなんて 本当に残

念なことだ

これは｢ ｣､又は｢ ｣が

の前に省略されていると考えられる｡

⑪「 比較級 Ｓ＋Ｖ～ 比較級 Ｓ＋Ｖ…」の構文における省略。

⒈「 比較級 Ｓ＋Ｖ～ 比較級 Ｓ＋Ｖ…」の構文で「Ｖ」が 動詞

や の場合、その 動詞 は省略されることが多い。

聴衆がたくさんであればあるほど、利益は上がる

⒉また決まり文句的に 比較級の後ろの「Ｓ Ｖ」が省略されるものもある。

早ければ早いほどいい

⑫否定の原級比較・比較表現で、「 ～」「 ～」が全て省略されている場合

の補い方。

⒈動詞が現在完了時制ならば  「今ほど」を補ってみる。

動詞が過去完了時制ならば  「そのときほど」を補ってみる。

⒉それの時制以外ならば  「これほど」を補ってみる

｢これ｣が何を指すかは文脈から判断する。

※上記の英文は完了時制なので｢今ほど｣を補って訳してみる｡したがって｢今ほど幸せだったことはない｣となる｡

※上記の英文は完了時制ではないので｢これほど｣を補って訳してみる｡したがって｢これほど良いものはない

→ これは 最高だ｣となる｡だから は｢これほど良いもの

はなかった → これは 最高だった｣となる｡

－１４－
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レクチャー２

繰り返しを避けるための省略。

⑴等位接続詞 等 や比較の や の後ろの省略。

繰り返しを避けるための省略が最も起きやすいのは、等位接続詞 等

や比較の や の後ろです。その理由は、等位接続詞 等 や

比較の や の後ろ 右側 では、前 つまりその左側 で書かれた内容 語句

が反復されることが多いからです。

したがって等位接続詞や比較の や の後の意味がうまくつかめないとい

う場合、まずこのタイプの省略があるのでは、と考えてみるといいでしょう。

具体例を１つ挙げてみましょう。

上の波線部に注目してください。

① の右側にある

②文の構造的に不完全でこの部分だけ取り出してみた場合、意味が不明

以上の点から、波線部には繰り返しを避けるための省略がなされていると判断で

きます。

このような場合、同構造になっている 等位接続詞の その直前の文 箇所 を参考

に、繰り返しによる省略によって生じた「不完全な形」を元の「完全な形」に戻

してみればいいのです。そこで上例を、 の左側を参考に省略された語句を探

してみます。すると、

  Ｏ

  Ｏ

こうして両者を並列させてみれば、 の後ろに、つまり が省略さ

れていることがわかるわけです を補って全体を訳せばいい 。訳は「野球

が好きな少年もいればサッカーが好きな少年もいる」となります。

－１５－

共通・挿入・省略・代用表現・同格



この種の例を他にいくつか挙げてみましょう。

彼女は日本で陶芸を、パリで絵を学んだ

彼は何かを探していたが、何を探していたのかは私にはわからない

山根先生は私たちに歴史を、佐藤先生は英語を教えてくれている

ジャックは学問はあるが実践力はない

すみ子さんは、以前より上手に歌います

⑵代不定詞。

繰り返しを避けるための省略は、等位接続詞や 、 の右側以外でも、 同語

の反復があれば 起こり得ます。たとえば、 不定詞の後にくるべき動詞の原形部

分が、直前の文 節 の動詞 ＋目的語等 と繰り返しになる場合、 不定詞の だ

けを用いる それ以降は省略する ことがあります。これを代不定詞といいます。

もしここにきたくなければこなくていい

上の英文では、文末の の後ろに が本来くるべきなのですが、繰

り返しになるために省かれています。

お願いがあるんですが

何なりと

上の英文では、文末の の後ろに が本来くるべきなのですが、

繰り返しになるために省かれています。
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⑶ 節の代用。

これがよく問題として問われるのは「 」「 」

の２つです。 は､「 望ましい事を 思う」という意味。 は、

「 望ましくない事を 思う」という意味なので、当然ですが、 の後ろには

「 話者にとって 望ましい内容」が、 の後ろには「 話者にとって 望

ましくない内容」がきます。

そしてこの や の後ろの 節が、 や で代用され

ることがあるのです。その使い分けは以下の通りです。

①本来 の後ろに来るべき 節が肯定文であれば、 その肯

定の 節は で言い換えることができる。

上の例文の波線部は、肯定の 節ですから で言い換えることができ、

Ｂのセリフ全体は と表現することができます。

では逆に、下の英文の は、元々どのような文だったのでしょう

ということは、肯定の 節の代用ということになるので、直前の英文

に を補って肯定の 節にしてみればいいのです。すると

とわかります。

②本来 の後ろに来るべき 節が否定文であれば、 その否定

の 節は で言い換えることができる。

上の例文の波線部は、否定の 節ですから で言い換えることができ、

Ｂのセリフ全体は と表現することができます。

では逆に、下の英文の は、元々どのような文だったのでしょう
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ということは、否定の 節の代用ということになるので、直前の英文

に を補って否定の 節にしてみればいいのです。すると

とわかります。

もちろん は、 以外にも、 思う

予想する 推測する 等の後ろにも置くことができます。使い方

は、上記と基本的に同じです。ただし、

は で書き換えられるの

に対して は「 」「 」とは

言えません。この点は要注意です。
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共通関係

レクチャー

共通関係とは。

次の英文を見て下さい。

それは本当かもしれないし、そうでないかもしれない

この英文は、本来なら となるべきも

のが、それでは英文が長く、またくどくなるので、繰り返し部分を省いた結果、

上のようになったと考えられます。

{ }
と分析することができます。

このように１つの語 句 が２つ 以上 の語 句 のどれにも同じようにかかって、

共通要素を省略した結果，本来、「 ＋ 」 となるべき構造が、「 ＋ 」と

いう形になってしまう場合があります。この時、 と は に対して共通 の

関係にあるといい、この形式を共通構文といいます。上の英文の場合

が共通語句 で と がそれぞれ にあたります。

この共通構文 関係 には、大きく分けて次の２つの型があります。

⒉「 ＋ 」型の共通関係。

これは、要するに共通語 句 が後に置かれているものです。

上の英文では、 にあたるのが と で、共通語句 が

～ になります。
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{ }
Ｖ

Ｏ

ジャックとルースは長いあいだ犬猿の仲だった

上の英文では、 ， に当たるのが主語の と で，共通語句 が動詞

の になります。

京都への行き帰りに琵琶湖を見ました

上の英文では、 にあたるのが と で、共通語句 が 。

⒊「 ＋ 」型の共通関係。

これは、要するに共通語句が前に置かれるものです。

上の英文では共通語句 が で、 にあたるのが ～ と

～ です。

{

ジョージは一家のやっかい者だったし、今もそうだ

上の英文では、共通語句 が主語の で、 ， にあたるのが と

です。

° °
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水は摂氏０度で氷になり，摂氏 度で水蒸気になる

上の英文では、共通語句 が で、 にあたるのが ～ ° と

～ ° になります。
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挿入

レクチャー

挿入について。

英文中の様々な箇所に、カンマ やダッシュ － 等によってはさまれて語 句・

節 が挿入されることがあります。解釈においてはそのような挿入語 句・節 は

いったん でくくってしまうと、文の骨組みがグッと浮かび上がってきま

すね。以下に英文中に挿入される様々な語 句・節 の種類をまとめてみましょう。

⒉英文中にカンマやダッシュを用いて挿入される様々な語 句・節 の種類。

⑴名詞 句・節 。

挿入部分が名詞 句・節 の場合、たいていは 同格として 前の名詞を説明してい

る 言い換えている と見ていいでしょう。

アメリカ人と日本人の２人の乗客がその事故で亡くなった

上の英文でも、下線部は主語の の言い換えですね。

⑵関係詞節。

挿入部分が関係詞節の場合は、それは前の名詞を説明していると見ていいでしょ

う。

うちの犬は白黒のブチだが私のことがとても好きだ

上の英文でも、下線部は主語の を説明していますね。
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⑶副詞 句・節 。

以下の語句・節が挿入されていた場合、その部分は副詞として主節や動詞を修飾

しています。

①分詞構文。

もし混み合った場所で起きていたならば、同じことが惨事となるだろう

分詞の構文意味は｢時｣｢理由｣｢条件｣｢譲歩｣のどれかと見ていい｡

②「接続詞＋Ｓ＋Ｖ」。

勝とうが負けようが、我々は全力を尽くすべきだ

無実の

私の知る限りでは、彼は無実だ

③「前置詞 名詞」。

気付かないうちに 知らないうちに トムは私より背が高くなった

もちろんその｢前置詞 名詞｣がｶﾝﾏにはさまれずに挿入されている場合には､以下のように直前の名詞を修飾していることが多い｡

青い目の少女が近づいてきた

④イディオム的な副詞句や論理接続の副詞が挿入されていることもある。

① ｢例えば｣ ④ ｢可能な時はいつでも｣ ⑧ ｢確かに｣

② ｢しかしながら｣ ⑤ 比較級 ｢更に～なことには｣

⑥ ｢更に悪いことには｣

③ ｢それ故｣ ⑦ ｢おまけに｣

なるほど彼は将来有望だが、人生経験が浅い

⑷主節。

～ ＋ ～
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～ ＋

という形で、主節が文中盤や末尾に挿入されることがあります。その場合は、

その部分を文頭に移動させ、元の構造に戻してみるといいでしょう。

→

主節が挿入される場合、 動詞 部分は「言う」「思う」「見える ｣

「聞く 」といった動詞がくることが多いです。

① ⑤  ⑤～⑦は｢～は確実だ｣という意味で､

② ｢お分かりのように｣ ⑥ 内容的には､ と同じ｡

③ ⑦

④

また、

～ ＋ ～

～ ＋

と、とがひっくり返って文中や文の末尾に種節が挿入されることもあります。

我々はその会合に出席すべきだ、とジョンは言った

→

このような場合、は「言う」と訳せる動詞がくることが大半です。
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同格

レクチャー１

同格とは。

同格とは、名詞 又は名詞相当語句 を、他の名詞 又は名詞相当語句 と並べて、

つまり

名詞 名詞

という形で、後ろの名詞が前の名詞を補足的に説明したり、言い換えたりすると

いう用法です。同格とは後続の名詞の格が先行する名詞の格と同じという意味。

つまり内容的には両者は「イコール関係」ということです。

レクチャー２

さまざまな同格のパターン。

⑴「名詞 名詞」の同格表現。

同格の最も代表的なパターンは

名詞 名詞

と、名詞と名詞の間がカンマ で区切られるものですが、カンマの代わりに

コロン 、セミコロン 、ダッシュ ー が使われることもあります。その場

合、後ろには文 「Ｓ Ｖ」の形 がくることもあります。

そして カンマの場合も含め このタイプの同格は「つまり」「即ち」という訳

を同格の語の訳の前につけるといいことが多いのです。

ナンシー、つまり授業で私の隣に座っている女の子はとてもかわいい

層

このケーキは三層になっている。つまり、赤、黄、茶の三色だ
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～しない限り

ここは自由の国だ。即ち法律を破らない限り何をすることも言うことも

できる

コロン、セミコロン、ダッシュ以外にも、それらと同じ意味の

これらも「すなわち」「つまり」と訳す 等が間に挟まる

こともあります。

一番年下の少女、すなわちメリー

ジャックはニューヨーカーだ。つまりニューヨークに住んでいるという

ことだ

これはものを飲むためのマグ、つまりカップだ

｢つまり､即ち｣という意味の は見落としやすい｡要注意｡

あるいはそのような記号や語句で区切らずに、直接名詞と名詞が連続するパタ

ーンもあります。

 と は同格になっているが､ｶﾝﾏなどの記号は両者の間にない｡

我々日本人は米を常食にする

⑵「名詞 名詞以外」の同格表現。

①「名詞＋名詞節 節や 節 ～かどうか 、 節 ～かどうか 、疑問詞節等 」

の同格。

以下のように、名詞とその後ろの名詞節が 内容的にｲｺｰﾙ関係の 同格になることもあ

ります。

{
Ｓ Ｖ～

Ｓ Ｖ～

名詞
Ｓ Ｖ～

疑問詞節
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このタイプの同格の場合「という」という訳を名詞節の訳の後につけるとい

いでしょう。

彼は彼のチームが勝ったという知らせを聞いた

手術をすべきかどうかという問題が彼を悩ませた

英語教育を改善しようという提案が出された

上例のように、先行する名詞と 節は、離れる場合もある。

関係代名詞の と、同格の これは品詞的には接続詞 の

見極め方は、関係代名詞の後ろには「 Ｓ、Ｏ、Ｃ、所有格のうち

のどれか一つが欠けた 不完全な文」がくるのに対して、同格の

の後ろには「完全な文」がくるという点。

名詞節を同格のパターンをとれる名詞は、以下の通り。

Ⅰ「思考」「認識」「発言」を表す名詞。要するに｢言う｣｢思う｣｢知る 分かる ｣から派生した名詞｡

｢考え｣ ｢感情｣ ｢意見･考え｣

｢信念｣ ｢印象｣ ｢主張｣

｢知識｣ ｢考え｣ ｢希望｣

Ⅱ「事実 証拠・情報 」「機会・可能性」「要求・命令・提案」を表す名詞。

｢事実｣ ｢ﾁｬﾝｽ｣ ｢点｣ ｢証拠｣

｢ﾁｬﾝｽ｣ ｢可能性｣ ｢証拠｣

②「Ａ 名詞 ＋ ＋Ｂ 名詞 ＢというＡ」。

「Ａ 名詞 ＋ ＋ ～ ～するというＡ」。

これは後ろのＢ ～ が、前のＡの内容を説明する 言い換える タイプの

同格です。「Ａ＝Ｂ」「Ａ＝ ～」の意味関係になるのが特徴。Ｂ ～

の後に「という」という訳をつけるといい。以下にいくつか例を挙げてみまし

ょう。

－２７－

共通・挿入・省略・代用表現・同格



ローマという町 ⇨ ローマの町

チーム勝利という知らせ

喫煙という彼の習慣

上の例のように「 ～」という形に文中で出会ったら、「～すると

いうＡ」型の同格と見なしてほとんどかまいません。

③「名詞＋ 原形 ～」。

これは、後ろの 原形 ～が、前の名詞の内容を具体的に説明するタイプの

同格です。「名詞＝ 原形 ～」の意味関係になるのが特徴です。「 する・

できる という」という訳を不定詞句につけるといいでしょう。

このタイプの同格を作る名詞は、それらを「形容詞化」「動詞化」しても後ろ

に不定詞を 目的語などに とるのが特徴。例えば は、形容詞形の

になっても 原形 ～ 、 は動詞形の にな

っても 原形 ～ ～することに決める と、不定詞を後ろにとります。

「名詞＋ ～」の同格には、代表例として以下のようなものがあります。

}
「～する できるという 能力」

「～する できるという 機会」

「～する できるという 機会」

原形 ～ 「～する という 傾向」

「～する という 試み」

「～する という 決断」

「～したい という 願望」

英語を話せるという能力

水泳の世界チャンピオンになろうという彼の野望はもっともなこと

であった

④「文＋名詞」。

これは前の文 「Ｓ Ｖ」 の内容を、後ろの名詞一語が言い換えるタイプの同格
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で、

Ｓ Ｖ～ 名詞

という構造になります。Ｓ Ｖ～と名詞の間には、カンマ以外にコロン、セミコ

ロン、ダッシュなどがくることもあります。

彼は最終的には彼女が助けてくれると思った。しかしそれは彼の勝手

な思い込みだった。

上の英文では、前の文と が同格になっています。つま

り は前の文の言い換えです。このような「文＋名詞」の同

格の場合、「 接 」を、同格の名詞の前に補ってあげるといいでしょう。

上の英文の場合「しかしそれは 」を の前に

補ってあげるといい和訳になりますね。

⑤「副詞 句・節 ＋副詞 句・節 」。

今や、私達はここアメリカにいる

副 副

上の英文では という副詞を、 という副詞句が同格的に説明

しています。

⑥「節＋節」。

勇気

上の英文では、前半の 節を、後半の 節が同格的に説明しています。全

体の訳は「彼女の人生は、彼は両親に従う必要はないということ、つまり彼は

自分の未来を切り開くことができるということを望む勇気を与えてくれた」。
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